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§１．研究開発実施体制 

 
（１）「伊原・Manzhos」グループ（東京工業大学） 

① 研究開発代表者：伊原 学 （東京工業大学 物質理工学院応用化学系、教授） 

② 研究項目 

・研究統括 

・エネスワローデジタルツイン構造の開発 

・各種シミュレーション開発 

（２）「小野」グループ（東京工業大学）  

① 主たる共同研究者：小野 功 （東京工業大学 大学院情報理工学院、教授） 

② 研究項目 

・シミュレーションベース多目的最適化アルゴリズムの開発 

・エネスワローデジタルツインへの実装 

（３） 「石崎」グループ（東京工業大学）  

①  主たる共同研究者：石崎 孝幸 （東京工業大学工学院 システム制御系、准教授） 

② 研究項目 

・スマートインバータ設計開発に関する数理解析 

・エネスワローデジタルツインへの実装と数値解析 

 

§２．研究開発成果の概要 

本研究では、東工大大岡山キャンパスに 2011 年に、研究代表者（伊原）がエネルギーシステム
設計及びプロジェクトリーダーとして建設した東工大環境エネルギーイノベーション棟（EEI 棟）内
のエネルギーデータ、人流データ、及び、東工大大岡山キャンパスの他の研究棟の電力データな
ど、クラウドデータベースにすでに 10 年分のデータが蓄積されている。毎秒、もしく毎分、14000pt
以上のエネルギーシステム-ビッグデータを基礎に、カーボンニュートラルエネルギーシステムとし
て提案する“系統協調/分散型エネルギーシステム”を開発する。さらに、そのシステム開発の観点
から必要となる要素技術開発（エネルギーデバイス/エネルギーマテリアル）および、シナリオ研究
を、集約したデータや手法を共通化し、連動して行うことでカーボンニュートラル研究を飛躍的に加
速させる「エネルギービッグデータをコアとするカーボンニュートラルデジタルツイン」を構築するこ
とを目的とする。さらには、蓄積したエネルギービックデータを活用して新たな価値、サービスを創
出し、それによってエネルギーの利用に際して、コストや CO2排出の制約のない Human-centric な
エネルギー社会”Ambient Energy Society”の実現を目指している。 
 2022 年度は、カーボンニュートラルデジタルツインの機能と、実装後のビジネスモデルを検討し

た。また、カーボンニュートラルデジタルツインの一部となる水素燃料電池デジタルツインの基本構

造を開発・導入し、実際にデータ取得を開始した。また、エネルギービッグデータを使った分散型

エネルギーシステムの高精度電力需要予測手法の提案など、機能実現に不可欠な要素となる理

論の基礎構築及びモジュールの開発を行なった。 
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